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 年明け早々に３学年の廊下、下駄箱に掲示され 

た「全員合格」の文字。代表の生徒が書いてくれ 

たものでありますが、学年全体としての意気込み 

を感じます。 

 １月下旬になって、高校受験が本格化していま 

す。希望に向かい、毎日の生活を大切にする生徒 

の姿をみて、応援せずにはいられない気持ちにな 

ります。しかし、全ての生徒が願う結果を得られ 

ているわけではない現実にも直面しています。 

 ここから勝負です。私たち職員も保護者の方と 

共に全力で支援させていただきます。そして、文 

字通り「全員合格」を目指します。 

物事は、思う通りになることは少なくて やった通りになるんだよ さぁ、やろう！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校友会が引き継がれ、２年生が先頭に立っ 

て活動を進めています。 

西部タイムでは、福祉交流委員が計画に沿 

って合唱練習を行いました。子どもが主体的 

に活動する姿は、私たちが願う姿でもありま 

す。今後、ますます積極的に自らの生活を創 

る子どもたちであってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

り ん ど う 
 

 

 

 

 
 

…二人の合格者が出ました。合格発表を聞いたとき、本当は喜びたかったです。でも、「何

で？」という気持ちが大きかったです。正直、うらやましいし…。私は私だから一歩一歩、

着実に進んでいけるはず。とにかく焦らず、地道にこつこつ進みます。がんばって、第一志

望合格！（３年女子） 

…最近、朝、学校へ行くのも早くなってきたし、休み時

間も動き回っているし、職員室に行く回数が圧倒的に増

えました。まだ３年生にもなっていないのに「３年生っ

てこんなにも大変なんだ」と思ってしまいました。でも、

その分、達成感が待っていると思います。（２年女子） 



より良い学校づくりをめざして 今後ともよろしくお願いいたします 

昨年末にお願いした「より良い学校をめざし、連携と協力を生み出すために～学校評価～」へのご 

協力、ありがとうございました。その結果を要点的にお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊長野市教育委員会より発行される詳細な報告書も合わせて、ご覧ください。 

 

 

 

学校生活の基本について  「学校が楽しい」と感じている生徒及び保護者の割合は、昨年度と

同様に７５％を越えており、また「総合・行事」については、昨年度以上に充実感を得ているこ

とがわかりました。「家庭学習の充実」に対する評価は、昨年度より６％低下しており、この結

果は保護者のみならず、職員も課題と感じていることが明らかとなりました。その内容やチェッ

ク方法に改善の余地があると考えています。 

 

 

 

安全・安心な教育環境について  「不適応・不登校への対応」の取組の結果、多くの生徒が登

校できるようになりつつあります。保護者の皆様のご協力を得ながら進めてきた成果の一つと考

えています。しかし、「いじめへの取組」や「相談事への適切な対応」については、いくつか要

望をお聞きすることができました。いただいた記述回答等をしっかりと受け止め、さらに保護者

の皆様の意識に立った指導を大切にしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

学力向上への取り組みについて  「意欲が高まる授業」では、生徒の評価が昨年度から１０％

向上し、８２％の生徒が授業実践を好意的に受け止めていました。加えて、職員の意識も高くな

ったことが伺えます。保護者の皆様からの授業に関する評価では、昨年度とほぼ同様の評価を得

ていました。今後、「数値として現れる力」と「子どもの成長していく姿」の両面で保護者の皆

様に取組の様子をお伝えし、ご協力をお願いしていくことが必要と考えられます。 

 

 

 

 

 

家庭・地域との連携について   「地域コミュニティスクールの推進」にあたり、具体的な活

動として実施したＰＴＡバザーや地域公開講座、地域奉仕清掃に多くの生徒、保護者、職員が成

果を感じていました。その方法について寄せられた意見をもとに改善を重ねていく必要がありま

す。「地域と学校支援の取り組み」「わかりやすい情報発信」「相談しやすい学校の雰囲気」に

ついては、内容に関する改善をさらに行っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

〔まとめ〕 

学校課題「不適応・不登校への対応」を柱とし、本

年度の教育活動が行われてきました。その結果、改善

の兆しが見え始めたことが何よりも成果です。また多

くの生徒が「学校が楽しい」と感じており、活気ある

楽しい学校づくりにつながっていると考えられます。 

 反面、「自尊感情の低さ」「規範意識の低下」とい

った課題は、十分に改善されておらず、すべての生徒

が安心して学べる学校づくりを目指した取組が必要で

あることがわかりました。 

 次年度、一層、保護者・地域の皆様と共に一丸とな

って課題解決に取り組んでいきたいと考えています。 

 

地域コミュニティスクールの推進 

 

西部中学校ホームページ http://www.nagano-ngn.ed.jp/seibujh/  ご覧ください。 

 

学校不適応・不登校への対応 

 


